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                         北方領土を視察されました。 

  １月１６日、山本一太 沖縄北方大臣と伊達忠一 内閣府副大臣が根室入り、納沙布岬か

ら北方領土を視察後、北方四島交流センター（ニ・ホ・ロ）において、１市４町の首長や

関係団体からの要望を受けた後、元島民や後継者と意見交換を交わしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  山本大臣は、担当相がころころ変わり、安定しない政治を陳謝しながら、「安倍政権を

本格政権にして、本腰を入れて北方領土に取り組みたい」と決意を示しました。 

  今年こそは、国内世論の盛り上がりの結集により、日ロ外交交渉の後押しをすることで、

問題の早期解決への「みちすじ」が開かれることを願いたいものです。 



 来館者ニュース 

 「われは海の子２０１２」 こども記者 来館 

北方領土について学ぼうと東京の渋谷区千駄谷小学校の５年生５人による「こども記者」

が１２月２２日 ニ・ホ・ロに訪れました。 

 

ＮＰＯ法人「海の国・日本」が主催するプロジェクト

「われは海の子２０１２」の一環で、日本のこどもたち

に、海に囲まれた日本の姿を把握し、国境がすべて海上

にあることや、国境に位置する離島の暮らしなどについ

て学びとってもらうことを目的としています。 

 

ニ・ホ・ロでは、長谷川根室市長と元島民から北方領土について取材を行い、メモを取り

ながら熱心に聞き入っていました。 

２３日には、納沙布岬を訪れ、歯舞漁港から漁船に乗船するなど貴重な体験をし、北方領

土の近さを実感していたようです。 

 

 宮崎県民会議 「北方領土青少年等現地視察団」来館しました。 

 12 月２３日、中学生を中心とした青少年現地視察団１８名と随行者、総勢２７名がニ・ホ・

ロに訪れました。 

 全国の青少年等に北方領土問題を身近にとらえてもら

い、返還運動を継承してもらうことを目的に、北方領土問

題対策協会が取組み全都道府県民会議を主体に実施され

ている事業です。 

 

 

 

 

 ニ・ホ・ロでは、当センターの高橋専門員（元島

民）から当時の四島の様子など講話を聞いたあと、

館内を見学、展示室や資料室で説明員からの解説に

耳を傾け、熱心にメモを取っていました。 



 

 

 

 

 

 

 

 また。ﾆ･ﾎ･ﾛ前の草原は昨夜からの雪で一面雪景色、子どもたちは雪上に寝そべり記念写真

を撮るなど楽しんでいました・・・ネ。 

 

 

   お 知 ら せ 

 

初級ロシア語講座 受講生募集！ 

ズドラーストヴィチェ（こんにちは） 

平成２４年度 第２回目のニ・ホ・ロ「初級ロシア語講座」を開催いたします。 

初心者を対象に、日常会話を中心とした初歩のロシア語講座となっています。 

  

 

  

                             

 

 

 
受講期間   平成 2５年１月２９日（火） ～２月２２日（金）  

の毎週火・金曜日（全 ８回） 
 

時  間  午後 7 時～8 時３０分 
 
場  所  ﾆ･ﾎ･ﾛ 視聴覚室 
 
定  員  ２0 名（定員になり次第、募集を終了させていただきます。） 
 
講  師    ・北方四島交流センター職員 
      ・ベリョズキナ ユーリャ氏（ﾛｼｱ語教室ｽﾘｬﾋﾞｬﾝｶ講師） 

 
お問合せ  ℡（０１５３）２３－６７１１ ・ Fax ２３－６７１３ 
 



        北方領土返還祈念 

ちびっこ 凧揚げ大会！ 参加者募集 
 

 北方領土問題解決を願い、子どもたちが北方領土へのメッセージを書いて制作した凧 

を天高く揚げ北方四島に届けたいと思います。 

 

   日  時  平成２５年２月３日（日） １０：００～１２：００ 
        １．凧の制作  10:00～11:30 
        ２．凧揚げ   11:30～12:00 
 
  場  所  北方四島交流センター ニ・ホ・ロ 
        ２階 交流ホール 
 
  募集人数  ２０名（募集人数に達し次第、締切とします。） 
 
  対  象  小学生以下（凧制作キットは子どものみ） 
 
  参 加 料  無 料 
       （凧ｷｯﾄ、ﾊｻﾐ、接着剤、ﾏｰｶｰ等はこちらで準備いたします） 
 
 
 
 
 
 東京の水彩画家 村上 伶（さかし）さんより 

   国後島の絵画カレンダー届く 

 

昨年９月にビザなし交流に参加した、東京在住の村上 伶（さかし）さんから、国後島で

描いた２０１３年度版カレンダーが届きました。 

 村上さんは十勝管内清水町出身で東京在住、東

京都民会議などに所属し北方領土返還運動に携わ

っており、カレンダーの水彩画は、国後島から知

床連山を望む風景を描いたもので、世論喚起の一

助になればと送られてきました。 

 

 カレンダーは ニ・ホ・ロのほか、市北方領土対

策課や市歴史と自然の資料館など関係機関に配布

し、いずれも無料で市民に配布しました。 

 
   
 

島還れ！



◆  ロビー展のお知らせ 
 

 「見て知る北方領土展」開催中 ２月２０日まで 

    

   本年度第４回目となる北方領土対策根室地域本部主催の「見て知る北方領土展」を開 

催しております。 

 今回は、「北方領土の日特別啓発期間」中の各地の北方

領土返還要求運動の取組みなどを中心に紹介しておりま

す。 

 

また、北方領土啓発ポスターコンテストの入選作品も紹

介されています。是非ご覧ください。 

 

    

 

  千島連盟青年部「色丹島展」開催中 ２月２日まで 

 

  千島連盟根室支部青年部主催の北方領土写真展 

(色丹島の風景)を開催しております。 

 

  斜古丹湾のパノラマ写真など３２点（得能 宏さ  

ん所蔵）の写真が展示されておりますので是非ご  

覧ください。 

 

 

 

 

   「北方領土フォト川柳作品展」開催します。 

   北方領土川柳社主催「第２５回北方領土川柳」作品の上位入選句に写真を添えたフォト

川柳作品２０点を展示します。 

   全国各地の皆さんから応募のあった上位入選作品で、それぞれの想いで詠まれています

が、それぞれの川柳をイメージする写真を組み合わせるユニークな展示となっております。 

   

展示期間  ２月７日～２月２８日まで。  

         皆さまのご来館をお待ちしております。 
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